


ご
あ
い
さ
つ

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
が
経
ち
ま
し
た
。
し
か
し

日
本
列
島
の
地
勢
的
骨
格
は
地
震
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お

り
、
今
な
お
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
に
は
熊
本
地
震
が
発
生
し
、
本
市
も
震
度
玉
強
の

揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
余
震
も
徐
々
に
落
ち
着
き
は
み
せ
て

い
る
も
の
の
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
近
い
将

来
、
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
す
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
第

一
会
場
で
は
、

『
日
本
書
紀
』
に
記
録
が
残
る
日
本
最

古
の
大
地
震
の
震
源
と
な
っ
た
水
縄
断
層
や
、
久
留
米
地
域
の

遺
跡
に
残
る
地
震
の
痕
跡
を
取
り
上
げ
、
関
連
す
る
写
真
パ
ネ

ル
や
考
古
資
料
な
ど
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
第
二
会
場
で
は
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
調
査
に
つ
い
て
、
最
新
の
状
況
を
パ

ネ
ル
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
本
展
に
よ
り
、
皆
様
の
防
災
減
災

意
識
の
向
上
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
展
示
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
機
関
、
関
係
者
の
皆
様
方
に
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日
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留
米
市
長

楢
原
利
則
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本
書
は
六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
平
成
二

十
八
年
度
の
企
画
展

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
・

大
地
に
残
る
地
震
の
爪
あ
と
」
と
、
久
留
米
前
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展
示
「
第
四
十

一
回
く
る
め

の
考
古
資
料
展

・
地
震
災
害
と
埋
蔵
文
化
財
の
調

査
」
と
い
う
こ
つ
の
企
画
の
共
同
展
示
解
説
図
録
と

し
て
作
成
し
ま
し
た
。

*
展
示
期
間
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
第
一
会
場
〕

六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日

1
十
一
月
一
一
十
七
日

〔
第
二
会
場
〕

久
留
米
市
埋
蔵
文
化
財
、
セ
ン
タ
ー

平
成
一
一十
八
年
十
月
十
五
日
i
十

一
月
十
三
日

*
展
示
構
成
と
図
録
の
構
成
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
展
示
品
以
外
の
写
真

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

*
開
催
に
あ
た
り
多
く
方
々
か
ら
ご
指
導
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
巻
末
に
記
し
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

*
本
書
は
、
久
留
米
市
文
化
財
保
護
課
の
小
津
太
郎
・

熊
代
昌
之

・
小
川
原
励
が
分
担
執
筆
し
、

三
者
の
協

議
の
も
と
小
津
が
編
集
し
ま
し
た
。
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V水縄 (みのう)断層帯とは 福岡県南部に位置する活断層帯。うきは市から久留米市にいたる全長約

26畑、ほぼ東西方向に延びる。南側が相対的に隆起する正断層。平均的な活動間隔は約 14，000年程度と

される。本断層帯が一つの区間として活動する場合、マグニチュー ド7.2程度の地震が発生し、断層の南

側が約 2m高まる可能性があるとされる(地震調査研究推進本部HPを参考)。



、

大
き
に
地
動
る

①
『
日
本
書
紀
』
天
武
七
年
※
条
の
記
述

七
世
紀
は
、
激
動
の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
。
朝
鮮
半
島

で
は
、
高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
の
三
国
抗
争
が
激
化
。
半

島
統

一
を
も
く
ろ
む
新
羅
は
、
六
六

O
年
、
中
国
を
統

一

し
た
唐
と
協
力
し
て
、
つ
い
に
百
済
を
滅
亡
さ
せ
ま
す
。

さ
い
め
い

斉
明
天
皇
は
、
友
好
的
な
関
係
に
あ
っ
た
同
国
を
救
済
す

る
た
め
に
対
外
派
兵
を
決
定
し
ま
す
。
翌
年
天
皇
は
急
死

し
ま
す
が
、
そ
の
意
思
を
引
き
継
い
だ
中
大
兄
皇
子
(
後

の
天
智
天
皇
)
は
、
六
六
三
年
八
月
、
白
村
江
の
戦
い
で

唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
歴
史
的
な
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。

敗
戦
を
受
け
、
圏
内
で
は
内
陸
の
近
江
へ
都
を
移
し
、

北
部
九
州
へ
防
人
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
外
交
・
軍
事

の
拠
点
と
し
て
大
宰
府
を
設
置
、
大
野
城
や
基
捧
城
な
ど

の
山
城
や
峰
を
築
造
し
、
対
外
的
な
防
衛
網
を
整
備
し
て

じ
ん
し
ん

い
き
ま
し
た
。
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱
に
勝
利
し
即
位
し

た
天
武
天
皇
は
、
都
を
飛
鳥
に
戻
し
て
、
律
令
の
制
定
に

着
手
、
新
羅
と
の
関
係
修
復
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
中

央
集
権
的
な
支
配
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
ま
さ
に
古

代
国
家
日
本
が
誕
生
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
筑
紫
国
で
は
未
曾
有
の
大
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
し
た
。
『
日
本
書
紀
』
の
天
武
七
年
十
二
月

条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
い

ふ

つ

ら

さ

日
疋
の
月
に
、
筑
紫
国
、
大
き
に
地
動
る
。
地
裂
く

る
こ
と
広
さ
二
丈
、
長
さ
三
千
余
丈
。
百
姓
の
舎
屋
、

村
毎
に
多
く
朴
れ
壊
れ
た
り
。
是
の
時
に
、
百
姓
の

一
{家、

よ
い

あ

た

地
動
る
タ
に
嘗
り
て
、
岡

岡
の
上
に
あ
り
。

崩
れ
て
処
遷
れ
り
。
然
れ
ど
も
家
既
に
全
く
し
て
、

破
壊
る
る
こ
と
無
し
。
家
の
人
、

避
れ
る
こ
と
を
知
ら
ず
。

但
し

会t岡
明日の
の崩
後れ
にて

家
知の

り
て
大
き
に
驚
く
。

(
日
本
古
典
文
学
大
系

『
日
本
書
紀
』
岩
波
書
庖
よ
り
引
用
)

(意
-訳
)
こ
の
月
に
、
筑
紫
国
で
大
地
震
が
あ
っ
た
。

地
面
が
幅
二
丈
、
長
さ
三
千
余
丈
に
わ
た
っ
て
裂
け

た
。
ど
の
村
で
も
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
た
。
こ
の

時
に
、
岡
の
上
に

一
軒
の
民
家
が
あ
っ
た
。
地
震
が

起
こ
っ
た
夕
暮
れ
時
に
岡
が
崩
れ
て
移
動
し
た
。
し

か
し
家
屋
は
破
損
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
住
人

は
岡
が
崩
れ
て
家
が
移
動
し
た
こ
と
に
気
づ
か
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
夜
が
明
け
て
か
ら
、
こ
れ
を
知

り
、
大
変
驚
い
た
。

こ
の
記
事
は
、
地
震
の
被
害
と
そ
の
規
模
を
具
体
的
に

描
写
し
た
日
本
最
古
の
公
式
記
録
と
し
て
大
変
重
要
な
も

の
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
天
武
七
年
(
六
七
八
)

十
二
月
の
あ
る
日
の
夕
方
、
筑
紫
国
(
七
世
紀
末
に
筑
前

固
と
筑
後
国
に
分
割
さ
れ
る
)
で
地
震
が
発
生
し
、
幅
約

六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約

一
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
、
凄

ま
じ
い
地
割
れ
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
記
事
の
直
前
、
十
一
一月
二
十
七
日
の
項
に
は
、
臓

子
鳥
(
あ
と
り
)
※
が
天
を
覆
っ
て
西
南
方
向
か
ら
北
東

方
向
へ
移
動
し
た
と
あ
り
、
大
地
震
の
予
兆
と
し
て
の
異

常
現
象
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
閉
じ
年
、
発
生
月
は
不
明
だ
が
、

『豊
後
国
風
土

記
』
日
田
郡
五
馬
山
条
に
も
大
地
震
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

大
き
に
地
震
有
り
て
、
山
間
裂
け
崩
え
き
。
此
の

山
の
一
つ
の
峡
、
崩
れ
落
ち
て
、
憧
れ
る
湯
の
泉
、

処
々
よ
り
出
き
(
後
略
)

(
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』
岩
波
書
庖
よ
り
引
用
)

(
意
訳
)
大
地
震
が
あ
っ
て
、
山
や
丘
は
裂
け
て
崩

れ
た
。
五
馬
山
の
谷
の

一
つ
が
崩
落
し
、
温
泉
や
間

欠
泉
が
所
々
か
ら
吹
き
出
し
た
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
天
武
四
年
(
六
七
五
)
以
降
、

筑
紫
大
地
震
を
挟
ん
で
朱
烏
元
年
(
六
八
六
)
ま
で
の
十

一
年
間
に
十
九
回
も
の
地
震
記
録
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
の
筑
紫
大
地
震
と
天
武
十
三
年
(
六
八
四
)
十

一
月
の

白
鳳
大
地
震
以
外
は
震
源
が
特
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の

時
期
の
西
日
本
一
帯
で
は
、
地
震
活
動
が
大
変
活
発
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
地
震
に
つ
い
て

は
、
土
佐
や
伊
予
国
で
の
被
害
の
状
況
か
ら
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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※天武七年 一般に天武七年は西暦 678年であるが、地jEが発生した 12月は、12月 1日がユリ ウス暦の 679年 1月 17日にあ

たることから、ユリウス暦の679年と表記されることもある。

※鵬子鳥 (あとり) 烏綱スズメ目ア トリ科ア トリ属に分類される鳥類の一種。冬になるとシベリア方面から渡来。体長 16cm、

裁褐色を基調に黒と 白を加えた羽色をもっn 渡来直後や移動時に数千羽~数万羽の大群を作ることがあるの



②
久
留
米
の
地
形
と
耳
納
山
地

筑
紫
平
野
は
、
筑
後
川
や
そ
の
支
流
の
宝
満
川
な
ど
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
九
州
最
大
の
沖
積
平
野
で
す
。
そ
の

中
央
に
は
、
全
長
百
四
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
九
州
一
の

大
河
で
、
筑
紫
次
郎
の
異
名
を
持
つ
筑
後
川
が
西
流
し
、

有
明
海
へ
と
注
い
で
い
ま
す
。
中
下
流
域
に
は
筑
後
川
と

そ
の
支
流
が
形
成
し
た
肥
沃
な
沖
積
平
野
が
広
が
り
ま
す
。

筑
紫
平
野
に
は
、
そ
れ
ら
の
河
川
が
も
た
ら
し
た
砂
や
礁
、

粘
土
、
火
山
灰
な
ど
が
堆
積
し
て
お
り
、
そ
の
厚
さ
は
三

0
0メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま
す
。

筑
紫
平
野
は
、
筑
後
川
を
境
に
し
て
左
岸
の
福
岡
県
側

を
筑
後
平
野
、
右
岸
の
佐
賀
県
側
を
佐
賀
平
野
と
い
い
ま

す
。
耳
納
山
地
と
脊
振
山
地
の
聞
は
、
平
野
が
く
び
れ
て

狭
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
を
久
留
米
地
峡
部
と
呼
び

善導寺町飯田の鎮西橋からみた耳納山地。山地の

稜線の高さが揃っている姿は、建築工事の際、水

平を示すために用いられる水縄 (=水糸)を張っ

たようであることから水縄山地とも呼ばれる。

ま
す
。
こ
の
地
峡
部
を
境
と
し
て
、

上
流
側
は
両
筑
平

野
、
下
流
側
は
南
筑
平
野
と
呼
ば
れ
ま
す
。
両
筑
平
野
は

平
面
形
状
が
三
角
形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
辺
、
二
日

市
か
ら
甘
木
を
経
て
原
鶴
に
至
る
山
麓
に
は
断
層
線
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
断
層
線
と
そ
の
延
長
線
上
の
所
々
で
温

泉
が
湧
出
し
て
い
ま
す
。
平
野
の
南
側
に
は
、
耳
納
山

地
が
東
西
方
向
に
横
た
わ
り
、
北
斜
面
に
は
明
確
な
断
層

崖
が
山
麓
線
に
平
行
し
て
直
線
状
に
走
り
ま
す
。
こ
の
断
層

の
活
動
で
隆
起
し
た
南
側
は
山
地
と
な
り
、
北
側
は
沈
降
し

て
筑
後
平
野
と
な
り
ま
し
た
。

耳
納
山
地
の
地
質
の
大
部
分
は
、
古
生
代
の
変
成

岩
類
で
一
部
に
花
闘
岩
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
岡

山
地
の
北
縁
は
、
中
央
構
造
線
に
沿
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
東
西
長
は
約
二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
東
端

部
付
近
に
位
置
す
る
最
高
峰
の
鷹
取
山
(
標
高
八

O
二

u
ヲ
し
ん
さ
ん

メ
ー
ト
ル
)
か
ら
、
発
心
山
(
標
高
六
九
七
メ
|
卜

こ
う
ら
さ
ん

ル
)
な
ど
を
連
ね
な
が
ら
西
端
部
の
高
良
山
(
標
高
三

一
二
メ
ー
ト
ル
)
に
至
る
ま
で
、
徐
々
に
標
高
を
下
げ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
尾
根
筋
は
ほ
と
ん
ど
起
伏
が
な

く
、
北
側
か
ら
遠
望
す
る
と
扉
風
の
よ
う
に
切
り
立
っ

て
見
え
ま
す
。
こ
の
景
観
か
ら

「
扉
風
山
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

③
活
断
層
と
地
震

日
本
列
島
は
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
岩
の
層
に

乗
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も

一
枚
で
は
な
く
複
数
の
プ
レ
ー

ト
に
跨
っ
て
お
り
、
プ
レ
ー
ト
間
の
運
動
に
よ
っ
て
押
し

つ
け
ら
れ
て
列
島
全
体
が
少
し
ず
つ
隆
起
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、

-・ 圧縮のカ

. 伸畢の力

• 

断層の種類 (地震調査研究推進本部HPより)

/ 

縦ずれ断層逆断層

右横ずれ断層

J・
縦ずれ断層正断層

、左横ずれ断層

こ
の
た
め
、
地
下
に
あ
る
地
層
や
岩
盤
に
は
、
多
く
の
割

れ
目
が
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
歪
み
の
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
加
え
ら
れ
る
と
、
割
れ
目
を
境
に
食
い
違
い
に
ず

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
断
層
と
い
い
、

繰
り
返
し
活

動
し
、
将
来
も
活
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
活
断
層

と
呼
び
ま
す
。
断
層
活
動
時
に
発
生
す
る
震
動
は
、

M
(マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
)
六

・
五
以
上
と
さ
れ
ま
す。

活
断
層
の
特
徴
と
し
て
、
二
疋
の
間
隔
で
繰
り
返
し
活

動
す
る
こ
と
、
い

つ
も
同
じ
向
き
に
ず
れ
る
こ
と
、
同
じ

よ
う
な
規
模
の
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
一
度
活
断
層
が
動
け
ば
、
断
層
に
沿
っ
て
地
面
が

食
い
違
い
、
付
近
の
柔
ら
か
い
地
盤
で
地
割
れ
が
生
じ
、

液
状
化
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
地
や
丘
陵
斜
面

で
も
地
滑
り
が
発
生
し
ま
す
。
『
日
本
書
紀
』
天
武
七
年
条

に
記
載
さ
れ
た
被
害
は
、
こ
の
う
ち
の
地
劃
れ
や
地
滑
り

の
状
況
を
描
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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一一、

そ
の
と
き
大
地
が
動
い
た

①
原
因
は
筑
紫
大
地
震

一
九
八

0
年
代
後
半
以
降
、
筑
後
地
方
の
諸
遺
跡
か
ら

は
、
地
劃
れ

・
地
滑
り

・
土
石
流

・
液
状
化
と
噴
砂
・
樹

木
倒
壊
跡
等
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
遺

跡
数
は
二
十
六
に
の
ぼ
り
、
調
査
が
進
む
久
留
米
市
を
中

心
に
北
筑
後
地
区

一
円
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
(
一
九
八
五
)
、
市
内
合
川
町
で
行
わ
れ

た
筑
後
国
府
跡
第
六
十
四
次
調
査
で
は
、
調
査
区
内
の
地

面
の
色
が
明
確
に
違
う
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

色
の
変
化
は
直
線
的
に
異
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
ち
ょ
う

ど
弥
生
時
代
の
建
物
の
柱
穴
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
柱

穴
は
地
面
色
の
異
な
る
所
を
境
に
、
ま
る
で
切
断
さ
れ
た

地面に明らかな色の違いが出ている (赤い三角形の

聞が境界線)。 これは、活断層によって地面がズレ

たために生じたもの (筑後国府跡)

上津土塁跡の現在の様子。道路に面して高まりの一

部が遺る。地区の納骨堂敷地内にあたる。

よ
う
に
ず
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
樹
木
が
倒
れ
た
跡
も

複
数
個
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
報
告
書
で
は
触
れ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
不
思
議
な
遺
構
と
地
面
色

の
違
い
の
謎
は
、
や
が
て
解
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
年
、
市
内
上
津
町
で
は
上
津
土
塁
跡
の

調
査
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
飛
鳥
時
代
の
百
済

救
済
戦
争
こ
ろ
に
構
築
さ
れ
た
防
衛
施
設
で
、
土
を
っ
き

固
め
て
積
み
上
げ
た
城
壁
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
土
塁
の

一
部
は
、
そ
の
底
面
に
で
き
た
窪
地
に
向
か
っ
て
ず
り
落

ち
て
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
を
担
当
し
た
松
村

一
良
さ
ん

は
、
こ
の
状
況
を
合
理
的
に
説
明
す
る
た
め
、
大
変
悩
み
、

そ
し
て
次
の
よ
う
な
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

①
上
津
荒
木
川
が
形
成
し
た
氾
濫
原
の
窪
地
に
砂

・

粘
土
が
堆
積
し
て
軟
弱
な
地
盤
を
形
成
し
た
。

②
軟
弱
な
地
盤
の
上
に
、
強
固
に
つ
き
固
め
た
士
塁

を
構
築
す
る
。

③

土

塁

本
体
の
土
圧
の
た
め
、
土
塁
本
体
の

一
部
が

窪
地
内
に
滑
り
落
ち
て
し
ま
う
。

④
崩
壊
し
た
積
土
を
利
用
し
て
、
再
び
積
み
直
し
、

土
塁
を
補
修
し
た
。

し
か
し
、
松
村
さ
ん
の
脳
裏
か
ら
は
、
こ
れ
ほ
ど
強

固
な
士
塁
が
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
た
光
景
が
離
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
う
だ
、
あ
る
い
は
地
震
動
が
原
因
と
い

う
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
、
市
内
の
調

査
報
告
書
を
片
っ
端
か
ら
見
直
し
、
調
査
現
場
の
記
録

写
真
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
地
震
考
古

さ
ん
が
わ
め
苫
ら

学
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
寒
川
旭
さ
ん
と
知
遇
を
得
、

ま
さ
ひ
こ

古
代
史
学
者
の
田
中
正
日
子
さ
ん
と
も
議
論
を
重
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

液状化によって形成された窪地に向けて、写真右下方向

に土塁積土がずり落ちている (上津土塁跡)
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そ
う
し
て
、
こ
の
崩
壊
の
原
因
が
『
日
本
書
紀
』
天
武

七
年
条
に
み
え
る
大
地
震
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
の
で
す
。
学
会
誌
『
九
州
史
学
』
に
発
表
さ

れ
た
こ
の
論
文
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
一
記
載
さ
れ
る
筑
紫
大

地
震
の
記
事
と
、
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
地
震
痕
跡
と
を

結
び
付
け
た
点
で
大
変
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
天
武
七
年
の
地
震
の
痕
跡
は
、
遺

跡
の
年
代
を
決
定
す
る
大
き
な
鍵
と
な
っ
た
の
で
す
。

②
相
次
ぐ
地
震
痕
跡
の
発
見

平
成
一

一年

(
一
九
九

O
)、
筑
後
国
府
跡
(
第
九
十
七
次
)

で
大
溝
を
発
掘
調
査
し
て
い
た
松
村
さ
ん
は
、
大
規
模
な

液
状
化
現
象
の
痕
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。
先
の
論
文
発
表

後
、
最
初
の
地
震
痕
跡
の
調
査
で
す
。
た
だ
ち
に
寒
川
さ

ん
も
現
地
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
溝
の
底
か
ら
斜
め
上
方

に
粘
土
層
を
突
き
破
る
青
い
噴
砂
は
、
あ
た
か
も
天
に
昇

る
竜
の
よ
う
に
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。
『
日
本
書
紀
』
に
具

体
的
な
被
害
状
況
が
記
載
さ
れ
る
日
本
最
古
の
地
震
に
よ
る

噴
砂
の
発
見
で
し
た
。
発
掘
調
査
報
告
書
に
は
、
「
調
査

・
作

業
員

一
同
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
」
と
記
述
が
あ
り
、
当
時

の
調
査
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
つ
い
に
九

月
二
十

一
日
、
報
道
関
係
者
に
記
者
発
表
を
行
い
、
そ
の

一
一日
後
に
は
、

一
般
市
民
に
対
し
て
現
地
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
大
勢
の
市
民
の
目
は
鮮
や
か
に
立
ち
昇
る
青

色
の
噴
砂
に
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
発
見
さ
れ
た
噴
砂
と
は
、
ど
う
い

う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

河
川
の
堆
積
物
で
形
成
さ
れ
た
柔
ら
か
い
地
盤
は
、
砂

の
粒
子
同
士
が
支
え
あ
い
、
隙
間
に
は
水
分
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
強
い
揺
れ
が
加
わ
る
と
、
砂
の
粒
子
が
隙
聞
を
埋

め
る
よ
う
に
縮
み
ま
す
。
隙
間
に
あ
っ
た
水
分
は
圧
迫
さ

れ
て
水
圧
が
高
ま
り
、
砂
と
と
も
に
液
状
に
な
っ
て
地
表

に
噴
出
し
ま
す
。
こ
れ
を
液
状
化
現
象
と
い
い
、
こ
の
時
、

噴
出
し
て
堆
積
し
た
砂
を
噴
砂
と
呼
び
ま
す
。

こ
の
現
象
は
、
気
象
庁
の
震
度
階
級
六
(
烈
震
)
・
七
(
激

震
)
で
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
山
崩
れ
が
発

生
し
、
地
割
れ
を
生
じ
、
多
く
の
人
が
立
っ
て
い
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
揺
れ
で
す
。
震
度
七
に
な
る
と
、
さ
ら
に
断
層

が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
痕
跡
、
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
地
で
大
地
震
が
発
生
し
た
動
か
ぬ
証
拠
と
い

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
活

断
層
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
本
体
の
調
査
は
、
実

に
偶
然
の
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「昇り龍Jと称された東限大溝の噴砂 (筑後国府跡)

平
成
四
年
(
一
九
九
二
)
晩
秋
、
宅
地
分
譲
に
伴
う
緊

急
調
査
(
山
川
前
田
遺
跡
)
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉

時
代
の
集
落
は
残
り
が
悪
く
、
調
査
も
滞
り
な
く
終
了
し

ま
し
た
。
担
当
者
は
調
査
を
終
え
た
足
で
、
調
査
事
務
所

に
向
か
い
ま
し
た
。
入
り
口
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
そ
こ

に
は
松
村
さ
ん
と
、
地
震
痕
跡
の
調
査
に
来
て
い
た
寒
川
さ

ん
が
情
報
交
換
の
最
中
で
し
た
。
調
査
成
果
を
報
告
す
る
担

当
者
に
、
松
村
さ
ん
が
調
査
場
所
を
尋
ね
ま
し
た
。
す
る

と
、
そ
こ
は
ま
さ
し
く
水
縄
活
断
層
の
直
上
に
当
た
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
二
人
は
、
偶
然
訪
れ
た
チ
ャ
ン
ス
に
驚
き

を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
、
山
川
前
田
遺
跡
で

は
、
引
き
続
き
断
層
本
体
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

活断層の土層剥ぎ取り風景 (山川前田遺跡)
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一一、

地
震
痕
跡
を
発
掘
せ
よ

①
活
断
層
の
調
査

平
成
四
年
(
一
九
九
二
)
十
一
月
、
耳
納
山
地
北
麓
の

最
西
端
に
位
置
す
る
山
川
前
田
遺
跡
で
は
、
宅
地
分
譲
に

伴
う
鎌
倉
時
代
の
発
掘
調
査
を
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
調
査
終
了
間
際
に
、
水
縄
断
層
の

一
部
が

遺
跡
内
を
通
過
し
て
い
る
可
能
性
が
で
て
き
た
た
め
、
調

査
期
間
を
延
長
し
、
急
逮
、
地
震
痕
跡
の
調
査
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
岡
山
地
北
麓
の
急
崖
は
、
二

O
世
紀

初
頭
か
ら
断
層
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

わ
れ
、
そ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
格
的
な
断
層
の
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
山
川
前
田

遺
跡
で
の
調
査
が
地
震
痕
跡
の
解
明
を
目
的
と
し
た
初
め

て
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

水
縄
断
層
は
水
縄
断
層
系
と
総
称
さ
れ
、
複
数
の
断
層

が
連
な
り
、

一
O
断
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
川

前
田
遺
跡
は
、
水
縄
断
層
系
の
最
西
部
に
位
置
す
る
追
分

断
層
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
断
層
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
ト
レ
ン
チ
調

査
と
い
う
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
対
象
地
に
方
形
に
穴
を

掘
り
、
そ
の
床
面
や
壁
面
に
み
ら
れ
る
土
層
な
ど
を
観
察

し
て
、
過
去
の
地
震
痕
跡
を
探
る
方
法
で
す
。
こ
の
調
査

で
は
、
鎌
倉
時
代
の
遺
物
、
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
面
を
さ

ら
に
掘
り
下
げ
、

二
つ
の
ト
レ
ン
チ
を
掘
り
ま
し
た
。

土
層
観
察
の
結
果
、
断
層
の
本
体
、
地
割
れ
、
噴
砂
、

液
状
化
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
震
痕

跡
が
セ
ッ
ト
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、
当
時
日
本
で
初
め
て

の
こ
と
で
し
た。

土
層
は

一
一
の
層
に
区
分
す
る
こ
と
が

そ
の
中
に
は
二
六

0
0
0
1
二
九

O
O
O年
前
に

堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
姶
良
丹
沢
火
山
灰
層
(
A
T

火
山
灰
層
※
)
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
地
震
活
動
は
四
回
の

時
期
に
分
け
ら
れ
、
A
T
火
山
灰
降
下
以
前
に

一
回
、
以

降
に
三
回
発
生
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
平
均
活
動
周
期
は

約

一
四
0
0
0年
と
推
定
さ
れ
ま
し
た。

ま
た
最
後
に
発

生
し
た
地
震
の
痕
跡
は
、
六
世
紀
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
た

層
よ
り
新
し
く
、
鎌
倉
時
代
の
遺
構
調
査
時
に
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
六
世
紀
以
降
、
鎌
倉
時
代
以
前

に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
し
た
。

で
き
、山

川
前
回
遺
跡
の
西
方
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す

る
筑
後
国
府
跡
で
も
、
断
層
や
多
数
の
地
割
れ
、
噴
砂
な

土層壁面に見える地層のズレ (山川前田遺跡)

トレンチ床面で確認された地割れと噴砂 (山川前田遺

跡)

ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と
遺
構
と
の
新
旧
関

係
か
ら
、
七
世
紀
後
半
か
ら
同
世
紀
末
の
聞
に
発
生
し
た

地
震
の
痕
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
本
遺
跡

で
確
認
さ
れ
た
最
後
の
地
震
も
、
こ
の
頃
発
生
し
た
と
考

え
ら
れ
、

因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『
日
本
書
紀
』
天
武
七
年
条
の
筑
紫
大
地
震
の
原

発
掘
調
査
中
、
多
く
の
地
震
の
専
門
家
が
現
地
を
訪
れ

ま
し
た
。
地
震
に
関
す
る
痕
跡
が
揃
っ
て
お
り
き
れ
い
に

確
認
で
き
る
点
、
地
震
の
活
動
し
た
時
期
が
文
献
資
料
と

一
致
し
、
発
生
年
代
が
明
ら
か
で
、
将
来
の
防
災
・
予
知

に
も
有
効
で
あ
る
点
な
ど
か
ら
貴
重
で
重
要
な
例
で
あ
る

と
い
う
評
価
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
山
川

前
田
遺
跡
は
水
縄
断
層
の
名
称
で
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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そ
の
後
、
神
道
遺
跡
の
調
査
で
も
活
断
層
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
耳
納
山
地
の
西
麓
に
位
置
し
ま

す
。
国
道
三
二
二
号
と
久
大
本
線
の
問
の
道
路
建
設
に
伴

う
発
掘
調
査
地
内
に
断
層
崖
が
あ
り
、
奈
良

・
平
安
時
代

の
遺
構
調
査
中
に
複
数
の
地
割
れ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
上
面
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
構
調
査
終
了

後
、
地
震
痕
跡
の
ト
レ
ン
チ
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
地
割
れ
は
西
北
西
上
昼
間
東
方
向
に
複
数
並
行

し
て
延
び
、
最
も
幅
が
広
い
も
の
は
約
七

m
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
割
れ
帯
の
南
方
六
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
は
、

合
川
町
千
本
杉
か
ら
延
び
る
千
本
杉
断
層
の
断
層
崖
が
通

過
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
西
方
に
追
分
断
層
、
北
部
に
朝

妻
断
層
が
位
置
し
、
調
査
地
点
は
追
分
断
層
か
ら
千
本

杉
・
朝
妻
断
層
へ
分
岐
す
る
地
点
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。

発見された幅7mの地割れ (神道遺跡)

土層にみえる断層 (神道遺跡)

地
震
痕
跡
調
査
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
指
導
の
下
に

行
い
ま
し
た
。
ト
レ
ン
チ
は
地
震
の
痕
跡
が
観
察
し
や
す

い
よ
う
に
、
遺
跡
南
部
を
通
過
す
る
千
本
杉
断
層
に
直
交

す
る
方
向
に
設
定
し
、
南
北
に
約
二
0
メ
ー
ト
ル
、
東
西

に
約
八
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二

・
五
メ
ー
ト
ル
を
掘
削
し

ま
し
た
。

ト
レ
ン
チ
の
壁
面
で
確
認
で
き
た
土
層
は
、
八
層
に
区

分
で
き
、
計

一
二
本
の
断
層
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
断
層
は
四
時
期
に
区
分
さ
れ
、
山
川
前
田
遺
跡
と
同

様
に
A
T
火
山
灰
降
灰
以
前
に
一
回
、
降
灰
以
後
に
三
回

の
計
四
時
期
に
渡
る
断
層
活
動
が
判
明
し
ま
し
た
。

地
割
れ
帯
は
七
世
紀
後
半
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
面
に
達

し
て
い
た
た
め
、

七
世
紀
後
半
以
降
に
最
後
の
地
震
が
発

生
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
時
期
的
に
、
天
武
七
年
の
筑

紫
大
地
震
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
「
地
裂
く
こ
と
康
さ
二
丈
(
約
六
メ

ー
ト
ル
)
」
と
地
割
れ
の
規
模
を
-記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
地
割
れ
の
痕
跡
は
、
発
掘
調
査
で
多
く
確
認
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
幅
の
広
い
も
の
は
初
め
て
で
す
。

神
道
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
幅
約
七
メ
ー
ト
ル
の
地
割
れ
痕
跡

の
規
模
は
、
こ
の
記
述
に
矛
盾
せ
ず、

筑
後
国
府
跡
前
身
官

街
※
に
ほ
ど
近
い
神
道
遺
跡
付
近
の
地
割
れ
の
被
害
状
況
が

『日
本
書
紀
』
に
記
述
さ
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
神
道
遺
跡
の
調
査
の
結
果
、
『
日
本
書
紀
』
の
記

載
が
決
し
て
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
く
、
事
実
を
正
確
に
記

述
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
断
層
崖
の
存
在
か
ら
千
本
杉
断
層
は
縦
ず
れ
の

正
断
層
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
堆
積
状
況
か
ら
右

横
ず
れ
の
活
動
も
伴
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
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②
官
街
関
連
・
寺
院
遺
跡
の
調
査

斉
明
朝

1
天
智
朝
※
に
か
け
て
の
百
済
救
済
戦
争
に
関

わ
る
遺
跡
に
、
地
震
痕
跡
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

筑
後
国
府
跡
前
身
官
街
(
先
行
官
街
)
で
は
、
官
街
の

東
限
を
画
す
る
大
溝
か
ら
液
状
化
に
伴
う
噴
砂
の
痕
跡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
噴
砂
は
溝
底
に
あ
る
播
り
鉢
状
の
窪

地
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
三
カ
所
の
・
?
ち

一
ヵ
所
は
直

径
約
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
で
、
窪
地
底
面

の
砂
磯
層
か
ら
噴
出
し
、
溝
に
堆
積
し
て
い
た
七
世
紀
後

半
の
堆
積
層
を
突
き
破
っ
て
上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上

部
に
は
、
八
世
紀
中
頃
の
堆
積
土
が
覆
り
、
こ
の
地
震
の

発
生
は
、
そ
の
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
良
山
神
飽
石
は
古
代
山
城
と
し
て
著
名
で
す
が
、
そ

(列
石
線
)
の
一
部
も
地
震
動
で
崩
壊
し
た
可
能

の
城
壁

溝底部に遺る無数の地割れ(筑後国府跡)

噴砂によって陥没した窪地 (写真両端)に向か

つて、土塁積土が落ち込んでいる (上津土塁跡)

性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
北
側
列
石
線
は
、
高
良
大
社
社
殿

北
側
か
ら
途
切
れ
て
い
ま
す
が
、
地
滑
り
に
よ
る
円
弧
摩

さ
っ
す
ぺ

擦
滑
り
に
よ
り
崩
落
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
ご
紹
介
す
る
上
津
土
塁
跡
は
、
宅
地
化
が
進
ん
で

削
ら
れ
て
お
り
、
地
上
部
に
残
る
高
ま
り
は
、
わ
ず
か
で

め
ざ
ょ
せ
ず

す
。
し
か
し
、
字
寄
図
や
昭
和
二
0
年
代
の
空
中
写
真
か
ら

規
模
を
推
定
す
る
と
、
高
さ
は
不
明
な
が
ら
、
全
長
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
二

0
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
土
木
構
築
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

発
掘
調
査
で
は
、
地
下
部
分
に
良
好
な
状
態
で
残
る
土

は
ん
む
く

昼
の
版
築
※
土
居
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
土
塁
下

は
、
河
川
堆
積
物
に
よ
る
軟
弱
地
盤
で
、
す
り
鉢
状
の
窪

地
に
向
か
っ
て
土
塁
積
土
が
滑
り
落
ち
て
い
ま
し
た
。
窪

地
は
、
地
盤
砂
層
の
液
状
化
に
伴
っ
て
生
じ
た
噴
砂
現
象

に
よ
る
陥
没
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
崩

壊
し
た
土
塁
は
、
遅
く
と
も
八
世
紀
後
半
以
前
に
は
、

修

復
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺
院
の
例
で
は
、
小
郡
市
上
岩
田
に
あ
る
上
岩
田
遺
跡

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
発
掘
調
査
で
は
、
七
世
紀
後
半
に
造

こ

ん

ど

う

主

だ

ん

営
さ
れ
た
金
堂
の
基
壇
に
無
数
の
地
割
れ
跡
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
基
壇
規
模
は
、
東
西
約
一
八

・
二
メ
ー
ト
ル
、

南
北

一
五

・
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・
三
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
丁
寧
な
版
築
工
法
で
構
築
さ
れ
、
基
壇
上
部
に
は
仏

像
を
納
め
る
金
堂
が
建
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
屋

根
は
、
瓦
葺
き
と
推
定
さ
れ
る
が
、
瓦
類
が
建
物
北
東
側

に
堆
積
し
て
お
り
、
建
物
は
地
震
動
で
北
東
側
に
倒
壊
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
基
壇
の
化
粧
工
事
が
未

着
手
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築
中
の
惨
事
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
倒
壊
後
は
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

小

郡
市
井
上
の
井
上
廃
寺
に
移
転
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

基壇から無数の地割れ跡が発見された上岩田遺

跡で実施された現地説明会の様子。この亀裂を筑

紫大地震によるものと最初に指摘したのは、現地

を訪れた松村一良だった。(小津撮影)
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③
集
落
遺
跡
・
古
墳
の
調
査

筑
紫
大
地
震
の
痕
跡
は
、
活
断
層
本
体
や
古
代
の
官

街

・
寺
院
以
外
の
遺
跡
か
ら
も
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
地
割
れ
や
噴
砂
と
い
っ
た
痕
跡

と
し
て
台
地
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
地
震
の
痕
跡
の
大
部
分
は
、

筑
紫
大
地
震
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
久
留
米
市
内
だ
け
で

な
く
、
う
き
は
市
、
小
郡
市
、
大
刀
洗
町
で
も
見
つ
か
っ

て
い
て
、
筑
紫
平
野
の
広
範
囲
に
地
震
の
影
響
が
及
ん
だ

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

久
留
米
市
内
で
は
、
現
在
二

O
遺
跡
二
十
四
地
点
で
地

震
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
範
囲
は
、
東
は
田

古賀ノ上遺跡で発見された地割れの断面。地割れ内部には

焦げ茶色の粘土や灰色の砂が充満しており、噴砂によって

できたことがわかる。地面に近くなると、地割れが広がっ

て漏斗状になっている。

幾筋もの地割れで引き裂かれた弥生時代の竪穴住

居内の土器 (東烏遺跡)。 大地震は住居埋没後に発

生した。

主
丸
町
か
ら
、
西
は
安
武
町
ま
で
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
に

お
よ
び
ま
す
。
(
一
頁
地
図
参
照
)

北
野
町
の
古
賀
ノ
上
遺
跡
か
ら
は
、
噴
砂
を
伴
う
地
割

れ
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
割
れ
は
、
六
世
紀
の

竪
穴
住
居
跡
を
切
り
裂
き
、
八
世
紀
の
掘
立
柱
建
物
に
よ

っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
割
れ
を
発
生
さ

せ
た
地
震
は
、
六
世
紀
以
降
、
八
世
紀
以
前
に
発
生
し
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
聞
に
噴
砂

を
伴
う
規
模
の
地
震
は
筑
紫
大
地
震
し
か
確
認
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
古
賀
ノ
上
遺
跡
の
地
割
れ
は
天
武
七
年
の
筑

紫
大
地
震
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

安
武
町
の
束
烏
遺
跡

・
城
崎
遺
跡
は
、
標
高
六

1
八
メ

ー
ト
ル
の
低
台
地
上
に
あ
り
ま
す
。
東
烏
遺
跡
か
ら
は
、

弥
生
時
代
の
竪
穴
住
居
が
埋
没
後
、
地
割
れ
や
噴
砂
脈
に

よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
城
崎
遺
跡
で
も
、
室
町
時
代
以
前
に
発
生
し
た
複
数

の
噴
砂
脈
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
面
を
掘
り
下
げ
る
と
、

液
状
化
の
際
、
自
然
に
堆
積
し
た
砂
庖
が
著
し
く
上
下
に

流
動
し
た
様
子
が
観
察
さ
れ
、
地
震
動
の
激
し
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

写真上は、城崎遺跡の調査で、室町時代の溝底から確認さ

れた噴砂脈。同右は、同遺跡の地層に見られた噴砂脈と地

下の砂層が流動する様子。
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筑
後
川
の
南
側
で
は
、
発
掘
調
査
の
件
数
も
多
い
こ
と

も
あ
り
、
先
ほ
ど
の
二
遺
跡
を
除
く
、
十
八
遺
跡
か
ら
地

震
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
主
丸
町
で
は
、
筑
後
川
南
岸
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る

玉
田
遺
跡
か
ら
、
噴
砂
を
伴
う
地
割
れ
が
発
見
さ
れ
、
こ

の
地
割
れ
は
古
墳
時
代
初
頭
の
竪
穴
住
居
跡
を
切
り
裂
い

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
耳
納
山
地
中
腹
の
水
縄
断
層
系
益
生
田
断
層
上

に
あ
る
益
生
田
古
墳
群
で
は
、
六
世
紀
に
造
ら
れ
た
古
墳

の
墳
E
や
石
室
が
北
側
に
向
か
い
傾
い
た
状
態
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
四
基
あ
る
古
墳
全
て
が
同
じ
方
向
に
傾
い
て

崩
れ
て
い
る
こ
と
、
墳
丘
や
石
室
そ
の
も
の
が
傾
い
て
い

る
こ
と
か
ら
古
墳
の
位
置
す
る
地
盤
そ
の
も
の
に
大
き
な

力
が
加
わ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
崩

れ
た
古
墳
の
石
材
が
、
古
墳
に
供
え
ら
れ
た
、
七
世
紀
後

半
の
土
器
を
直
接
押
し
潰
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
七
世
紀
後
半
の
近
い
段
階
に
古
墳
は
崩
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
要
因
は
、
時
期
的
に
天
武
七
年
の
筑
紫
大
地

震
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
巨
大
な
地
震
は
、
山
間

部
の
古
墳
を
も
大
き
く
破
壊
し
て
い
た
状
況
が
判
明
し
ま

し
た
。

市
内
西
部
に
目
を
向
け
る
と
、
久
留
米
城
周
辺
に
位
置

き
ょ
う
ぐ

g

じ
ヲ
け
ん

す
る
京
隈
侍
屋
敷
遺
跡
や
十
問
屋
敷
遺
跡
、
梅
満
町
の
鳥

ひ
が
し
が
ら
ず

飼
小
学
校
校
庭
遺
跡
、
安
武
町
の
東
烏
遺
跡
等
か
ら
も
、

噴
砂
を
伴
う
地
割
れ
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
東
烏
遺
跡

か
ら
は、

弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
内
に
埋
ま
っ
て
い
た

弥
生
土
器
の
鉢
が
、
地
割
れ
に
よ
っ
て
真
つ

二
つ
に
割
れ
た

状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
ね
て
ぎ

市
外
に
目
を
移
す
と
、
う
き
は
市
で
は
、
吉
井
大
手
木

造
跡
、
富
永
正
地
遺
跡
、
富
永
西
小
屋
敷
遺
跡
等
か
ら
、

倒壊した石室。石室入り口の玄門と壁面が右手(山

側)に大きく傾く (益生田古墳群)。

崩れた古墳の石材に押し潰された7世紀後半の土

器 (益生田古墳群)

噴
砂
を
伴
う
地
割
れ
や
砂
脈
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
富
永
西
小
屋
敷
遺
跡
か
ら
は
、
幅
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
砂
脈
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
刀
洗
町
で
は
、
鵜
木
横
道
遺
跡
、
高
樋
小
道
遺
跡
、

高
樋
塚
添
遺
跡
等
か
ら
、
地
割
れ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

鵜
木
横
道
遺
跡
で
は
、
落
し
穴
や
土
暁
墓
が
地
割
れ
に
よ

っ
て
切
り
裂
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
地
震

の
痕
跡
は
、
久
留
米
市
内
の
み
な
ら
ず
、
筑
後
地
方
の
広

い
範
囲
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
痕
跡
は
、
噴
砂
を

伴
う
地
割
れ
で
、
筑
紫
平
野
の
各
所
で
液
状
化
現
象
が
発

生
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耳
納
山
地
北
麓

の
水
縄
断
層
直
上
に
位
置
す
る
古
墳
も
倒
壊
す
る
な
ど
、

『
日
本
書
紀
』
の
記
述
そ
の
ま
ま
の
状
況
が
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

噴砂による砂脈 (うきは市吉井大手木遺跡)

(提供 ・うきは市教育委員会)

¥ ; 

落し穴を切り裂く地割れ (大力洗町鵜木横道遺跡)

(提供:大刀洗町教育委員会)
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四

く
り
か
え
す
地
震
災
害

水
縄
断
層
は
、
現
在
ま
で
少
な
く
と
も
四
回
の
活
動
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
も
近
い
時
期
に
活
動
し
た
の
は
、

先
述
の
と
お
り
、
天
武
七
年
(六
七
八
年
)
筑
紫
大
地
震

の
こ
と
で
、
当
時
の
被
害
の
状
況
は
『
日
本
書
紀
』
に
も

詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
ま
し
た
。

で
は
、
天
武
七
年
の
地
震
以
降
、
筑
紫
平
野
で
地
震
に

よ
る
被
害
が
無
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
筑
紫
大
地
震
ほ
ど
の
巨
大
地
震
は
、
現
在
ま
で
記

録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
の
文
献
や
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
降
、
も
様
々
な
地
震
が
筑
紫
平
野
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

京隈侍屋敷遺跡の穴蔵。青丸の部分が左壁から滑り落ちた

土。矢印の方向に崩落した。

久留米城を取り囲む土塁斜面も大きく地滑りを起こしてい

る (久留米城外郭遺跡)

J
R
久
留
米
駅
西
口
近
く
で
調
査
を
行
っ
た
京
限
侍
屋

敷
遺
跡
の
発
掘
現
場
で
は
、
江
戸
時
代
の
武
家
屋
敷
跡
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
江
戸
時
代
初
め
、

寛
文
年
間
(
一
六
六

一
{
}
一
六
七
一

己
前
後
に
埋
没
し
た

と
考
え
ら
れ
る
穴
蔵
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
穴
蔵
は
、

幅
三

・
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
上
、
深
さ
は

三

・
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
穴
蔵
の
中
か
ら
は
、

「御
蔵
」
な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
が
出
て
い
て
、

久
留
米
藩
の
管
理
す
る
蔵
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
穴
蔵
は
、

壁
が
大
き
く
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
埋

没
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
地
震
に
よ
り
崩
れ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

久
留
米
域
外
郭
遺
跡
で
は
、
久
留
米
城
の
土
塁

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
土
塁
の
作
り
方
を
よ
く
観

察
す
る
と
、

一
部
が
ず
れ
落
ち
て
い
て
、
三
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
段
差
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
塁
斜

面
崩
落
の
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代

で
も
前
半
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
献
史
料
に
も
地
震
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
地

震
の
記
録
は
三
回
で
、
享
保
八
年
(
一
七
二
三
)、
明
和
六

年
(
一
七
六
九
)
、
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
で
す
。
享
保

の
地
震
で
は
、
激
し
い
揺
れ
が
六
回
あ
り
、
石
塔
が
倒
れ

家
が
崩
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
(
「
石
原
日
記
」
※
)
。

こ
の
地
震
は
、
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六

・
玉
で
、
肥
後

地
方
が
震
源
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
熊
本
で

は
、
熊
本
城
の
石
垣
が
崩
れ
、
九
八

O
棟
も
の
家
屋
が
倒

壊
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
だ
け
で
も
、

く
り
返
し
地
震
が
発
生
し
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
の
で
す
。

ま
た
、

一-I -_  

411A11T1づ
11?iiiji品zt場 t'ciP向。

叩1 なt~ !~ォ Z1i!21I ， 
111.iqij草 i立jZj容器 ;tjE|

一

古文書に見る地震の記述u石原日記J写本)。

「一日の内六度五落、在方釣茶釜ゆり落程、寺々石塔

倒る、所により家ゆり崩 (中略)柳川辺は所により地引

破泥吹出Jと柳川での液状化の発生も伝える。

(資料番号A1991-009-005-001-007)

※「石原日記J 久留米の豪商木屋6代目石原為平 (1717-1788)が記したもの。長年にわたり古老の伝問、旧記、自己の見

聞を準録した。 昭和 16年 (1941)、筑後史談会によって『石原家記』上 ・下として出版され、昭和48年 (1973)、名著出版から

復刻された。
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五

地
震
災
害
と
埋
蔵
文
化
財
の
調
査

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
観

測
史
上
最
大
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
の
巨
大
地
震
が
東
北

地
方
を
襲
い
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
、
高
さ
一

0
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
津
波
を
発
生
さ
せ
、
岩
手
県

・
宮
城
県

・
福

島
県
を
中
心
と
す
る
太
平
洋
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
津
波
に
よ
っ
て
、
福
島
県

双
葉
町

・
大
熊
町
に
所
在
す
る
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発

電
所
に
事
故
が
発
生
し
、
福
島
県
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣

諸
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
を
受
け
て
、
国
は
四
月
十
一
日

に
「
東
日
本
大
展
災
復
興
構
想
会
議
」
の
開
催
を
閣
議
決

定
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
開

山元町立中浜小学校。震災前、周囲には家や田畑がの

どかに広がっていた。(熊代撮影)

津波直後の中浜中学校 (提供:山元町教育委員会)

始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
方
針
」

が
示
さ
れ
、
復
興
期
間
を
一

O
年
と
し
、
最
初
の
五
年
を

集
中
復
興
期
間
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
炭
災
復
興
の
取
り
組
み
の
中
で
、
緊
急
の
課
題
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
た
の
が
、
住
ま
い
の
確
保
で
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
、
一
刻
も
早
く
安
全
な
場
所
に
住
居
を
建

設
す
る
か
、
そ
の
取
り
組
み
の
た
め
に
様
々
な
法
律
の
規

制
緩
和
や
迅
速
化
の
た
め
の
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

埋
蔵
文
化
財
は
、
土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
た
め
、
津

波
の
被
害
に
遭
う
こ
と
は
稀
で
す
が
、
復
興
事
業
の
実
施

に
よ
っ
て
埋
蔵
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
は
記
録
作
成

の
た
め
に
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
発

掘
調
査
が
、
速
や
か
な
復
興
作
業
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う

危
慎
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
平
成
七
年
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
復
興
作
業
か
ら
得
た
経
験
か
ら

導
か
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
文
化
庁
と
関

係
自
治
体
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
一
日
で
も
早
く
成
し

遂
げ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
と
、
地
域
の
歴
史

・

文
化
の
再
発
見
を
両
立
す
る
た
め
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
文
化
財
保
護
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
①
発
掘
作
業
を
効
率
化
す
る
。

②
全
国
か
ら
埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
を
派
遣
す
る
。
③
発

掘
調
査
費
用
を
全
額
国
が
負
担
す
る
と
い
っ
た
三
項
目
を

掲
げ
、
復
興
事
業
と
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
両
立
を
図
り
ま

し
た
。
久
留
米
市
に
お
い
て
も
宮
城
県
百
一
理
郡
山
元
町
に

職
員
を
派
遣
し
て
震
災
復
興
へ
の
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

山
元
町
は
、
宮
城
県
の
最
南
端
の
太
平
洋
側
に
位
置
す

坂本町の復興住宅建設状況。街そのものが高台へ移転して

いる。(熊代撮影)
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る
人
口
約

一
万
三
千
人
の
町
で
す
。東
日
本
大
震
災
で
は
、
町

内
の
四
割
に
相
当
す
る
こ
十
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
が
津
波
に
よ
っ
て
浸
水
し
、
四
四
四

O
棟
の
住
宅
が
損

壊
し
、
六

三
六
人
も
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。ま
た
、

J
R
常
磐
線
の
線
路
や
道
路
も
流
さ
れ
、
瓦
磯
に
埋
も
れ
、

交
通
網
も
各
地
で
寸
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

震
災
後
町
内
で
は
、
住
宅
の
高
台
移
転
、
沿
岸
部
の
閏

場
整
備
、
交
通
網
の
復
旧
工
事
、
堤
防
の
建
設
作
業
等
、

復
興
に
向
け
た
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
宅
地
の
造
成
や
堤
防
建
設
等
の
土
取
り
作
業
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
件
数
も
増
加
し

ま
し
た
。
町
の
担
当
職
員

一
名
と
全
国
各
地
か
ら
派
遣
さ

れ
た
職
員
に
よ
っ
て
、
工
事
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に

速
や
か
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
復
興
事
業
と
埋
蔵
文
化

財
保
護
の
両
立
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

合戦原遺跡の横穴墓 54基の横穴墓や製鉄遺構・竪

穴式住居が発見されている。写真奥に、太平洋の水

平線が望める。(提供 :山元町教育委員会)

平
成
二
十
七
年
度
に
実
施
し
た
、
山
元
町
沿
岸
部
の
圃

場
整
備
に
伴
う
遺
跡
の
分
布
調
査
で
は
、

一二
陸
海
岸
を
襲

っ
た
幾
度
も
の
津
波
の
痕
跡
が
層
状
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
六
1
二
十
八
年
度
に
実
施
し
た
、
災
害

復
興
住
宅
建
設
に
伴
う
合
戦
原
遺
跡
の
調
査
で
は
、
横
穴

墓
や
竪
穴
住
居
跡
、
製
鉄
炉
、
木
炭
窯
等
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
合
戦
原
遺
跡
の
横
穴
墓
は
、
五

O
基
を
超
え
る
数

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
横
穴
墓
は
飛
鳥
時
代

の
も
の
で
、
鉄
剣
や
馬
具
、
勾
玉
な
ど
の
玉
類
と
い
っ
た

豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
十
八
号
墓

の
奥
壁
に
は
、
人
物
や
鳥
が
描
か
れ
た
壁
画
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た

壁
画
は
、
東
北
地
方
で
は
非
常
に
珍
し
く
、
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
取
り
扱
い
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
現
地
に
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
る

.区-長~勾!ii.ι孟ピ芝ピ伽?炉-三f桟叱佐二Lぷiぷぷ点;三羽忽z持砂d咽

自吟き冒圃.. 七• 
合戦原遺跡の線刻画人物や鳥などが描かれる。

(提供 :山元町教育委員会)

国-揮l
国圃・E

a‘・.

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
災
害
復
興
住
宅
建
設
と
い

う
待
っ
た
な
し
の
状
況
と
、
砂
地
に
描
か
れ
た
壁
画
で
あ

る
為
、
現
地
で
の
保
存
が
困
難
と
い
っ
た
要
因
が
重
な
っ

た
た
め
、
壁
画
は
切
り
取
ら
れ
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
地
で
壁
画
が
見
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
現
地
説
明
会
で
は
、
四
五

O
名
も
の
見
学
者
が
訪
れ
、

文
化
財
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
覗
え
ま
し
た
。

震
災
発
生
当
初
、
復
興
の
壁
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る

埋
蔵
文
化
財
で
す
が
、
復
興
と
の
両
立
や
全
国
か
ら
の
協

力
も
あ
り
、
現
在
で
は
地
域
の
復
興
に
寄
与
し
、
地
域
の

歴
史
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
郷
土
愛
の
醸
成
に
も
少

な
か
ら
ず
貢
献
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

津波の堆積物の状況。最上層の黒い土が東日本大震

災の津波堆積物、中央のやや黄色い土が貞観地震※の

津波堆積物。(提供 :山元町教育委員会)
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圏
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派遣職員のみなさんが一同に。

(提供:山元町教育委員会)

貞観11年 (869) に現在の宮城県沖で発生した巨大地震。津波による被害も甚大で、あった。※貞観地震
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